
「
家
代
の
里
」
土
地
の
損
害
賠
償

に
つ
い
て
伺
う

市
内
の
不
動
産
業
者
は
、
静
岡
地

方
裁
判
所
に
、
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
起
こ
し
た
。
裁
判
の
判
決
に
よ

り
、
市
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

と
な
っ
た
場
合
、
市
長
は
当
時
の
担
当

職
員
に
求
償
権
を
行
使
す
る
か
伺
う
。

法
令
に
則
り
、
適
正
な
対
応
を

す
る

判
決
あ
る
い
は
審
理
内
容
を
見

極
め
、
当
該
事
務
処
理
の
過
程

に
お
い
て
担
当
職
員
に
故
意
ま
た
は

重
過
失
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
し

た
上
で
、
法
令
に
則
り
、
適
正
な
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
異
常

時
の
対
応
は

市
長
の
行
政
報
告
に
、「
印
」
か

ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
事
務
の
効
率
化
や
職
員
の
負
担

軽
減
が
目
的
で
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の

異
常
や
機
器
の
故
障
が
起
き
た
時
の
対

応
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
伺
う
。

監
視
シ
ス
テ
ム
か
ら
担
当
者
に

メ
ー
ル
が
届
き
、
対
応
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
係
な
く
、
現

在
も
重
要
な
シ
ス
テ
ム
に
は

監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
監
視
を
し
て

お
り
、
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
は
、

休
日
、
夜
間
に
関
係
な
く
複
数
の
担

当
者
に
メ
ー
ル
が
届
き
、
対
応
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
の
発
生
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

の
異
常
や
故
障
に
つ
い
て
は
、
業
者

に
対
応
し
て
も
ら
う
な
ど
の
初
動
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

最
新
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
高

齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
で
は

現
在
の
ボ
タ
ン
式
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
で
は
急
に
意
識
を
失
っ
た
場

合
に
対
応
が
で
き
な
い
。
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
メ
ー

タ
ー
連
動
型

等
、
自
身
で

起
動
し
な
く

と
も
発
動
す

る
見
守
り
シ

ス
テ
ム
の
調

査
研
究
が
必

要
で
は
な
い

か
。他

市
の
先
駆
的
な
事
例
を
参
考

に
し
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き

た
い

掛
川
市
で
は
、「
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
を
無
償
で
貸
与
し
て

お
り
、
現
在
２
３
６
人
の
方
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
高
齢
者
本
人
や

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
他
市
の
先
駆
的
な
事
例

を
参
考
に
し
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

選
べ
る「
見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

で
高
齢
者
に
食
べ
る
喜
び
を

利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
今
後
多

様
な
事
業
者
の
参
入
を
促
し
、
配

食
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
広
げ
、

利
用
者
拡
大
推
進
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。利

用
者
が
選
び
や
す
い
制
度

に
し
て
い
き
た
い

今
後
、
市
で
は
公
募
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
導
入
し
て
、

利
用
者
が
選
び
や
す
い
制
度
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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